
 

平 成 ２８ 年 度 事 業 報 告 書 

 

Ⅰ 概 要 

  障害のある人を取り巻く環境はここ数年大きな転換期を迎えている。障害者基

本法の改正、障害者総合支援法の施行、障害者差別解消法の成立などの制度改正

や法改正が相次いでいるほか、平成２６年には障害者権利条約の締結国となった。 

  また、２０２０年の東京パラリンピックではシッティングバレーボール、車い

すフェンシングなど４競技が本県で開催されることになり、障害者スポーツを通

して県民に障害者に対する理解を深める絶好の機会となった。 

  一方、県では、昨年３月に策定した「第五次千葉県障害者計画」に基づき、障

害のある人が笑顔で輝ける社会を構築するため、ライフサービスに沿った福祉サ

ービスの提供や障害のある人が地域社会の中で人々と共生し、その人らしく暮ら

せる環境の整備に取り組んでいる。 

千葉県身体障害者福祉協会は、このような国・県の障害者施策の動向を踏まえ、

会員の減少と高齢化が進む中、市町村身体障害者福祉会の活動の活性化と新会員

の確保を推進すると共に、全ての障害者が当たり前に地域でその人らしく生活で

きる社会の実現を目指して、次の事業等を行った。 

 

Ⅱ． 平成２８年度役員会等の開催状況 

   理 事 会   ４回 (５/３１)・(９/２７)・(３/２) ・(３/１４)  

  評議員会    ２回 (５/３１)・(３/２) 

 

Ⅲ. 事業実施結果 

1． 身体障害者生活行動訓練事業 

（１）  キャンプ訓練 

平成２８年９月２４日「昭和の森フォレストビレッジキャンプ場」で８２

名が参加して実施した。ネイチャーゲームや障害者同士の交流を通して団体

生活の大切さを体験すると共に、行動訓練で身体機能の維持増進等に努めた。 

（２）  スポーツ・レクリエーション講習会 

              平成２９年２月２５日千葉県障害者スポーツ・レクリエーションセンター

で３３名が参加して実施した。ボッチャを体験後、レクリエーションを行い

交流の輪を広げた。 

（３）  福祉講座 

身体障害者が見聞を広め、教養を高め、情操を養い、調和のとれた励みあ

る日常生活を送ることを目的に、県内各地区で「福祉講座」を開催した。 

 

 

      

 



                       

 福 祉 講 座 実 施 状 況 

実施日 会     場 講 座 テ ー マ 受講者 

28. 6. 22 御宿町役場  

ユーモアは老後を救う 

 

７２名 

   7.21 さわやかちば県民プラザ ６６名  

 8. 4 千葉県青少年女性会館 １０９名 

                    計 ２４７名 

 

２． 身体障害者相談員活動推進事業 

（１）  相談員活動推進委員会 

        身体障害者相談員活動推進委員会を平成２８年９月２８日に開催し、身体

障害者相談員の資質の向上と相談員活動の充実を図るため、平成２８年度の

相談員研修会の研修内容や開催地等について協議した。 

 （２）  身体障害者相談員の委嘱状況調査 

市町村の身体障害者相談員の委嘱状況等を把握するための調査を行い、相 

談員名簿を作成した。 

（３）  身体障害者相談員研修会の実施 

相談員の識見と資質の向上を図り、相談員活動の活性化を推進するため県 

内３地区で研修会を実施した。 

（研修内容） 

① 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び 

児童福祉法の一部を改正する法律（概要） 

② 相談員活動について 

③ 障害者の人権相談から 

 

相談員地区別研修会開催状況 

 

開催日 

 

対象地区 

 

会    場 

     参  加  者 

相談員 その他   計 

 

29.2.9  

長生・夷隅・安房 

地区 

いすみ市大原文化 

   センター 

 

 ２１名 

 

２５名 

 

 ４６名 

           

29.2.23   

東葛飾地区 

 

さわやかちば 

   県民プラザ 

 

 ４８名 

 

２３名 

 

 ７１名 

 

29.2.28   

千葉・印旛・君津 

香取・海匝・山武 

地区、千葉市 

千葉県青少年 

女性会館 

 

 

 ９６名 

 

 ３９名 

 

１３５名 

             計 １６５名 ８７名 ２５２名 

 

 

 

 

 



                       

３． 障害者週間推進事業 

（１）  第４８回千葉県身体障害者福祉大会 

平成２８年１１月２２日千葉市の「青葉の森公園芸術文化ホール」で森田

健作千葉県知事（代理：飯田浩子健康福祉部長）をはじめ、多数の来賓と 

約４００名の市町村身体障害者福祉会関係者が参加して盛大に開催された。 

この大会は、障害者週間行事の一環として身体障害者の社会参加意欲の向

上と自覚を高め、自立を推進し「完全参加と平等」を目指すと共に地域社会

の理解を深め、もって身体障害者の福祉の増進を図ることを目的として開催

するもので、大会では社会福祉事業功労や作文、ポスターの最優秀作品に対

する知事表彰、身体障害者福祉に功労のあった個人・団体及び自立更生の顕

著な会員に対する理事長表彰や感謝状の贈呈が行われた。 

   ①  千葉県知事表彰 社会福祉事業功労（自立更生）２名 

②   知事賞      心の輪を広げる体験作文  最優秀１名・優秀２名 

障害者週間のポスター     優秀１名 

③   理事長賞    心の輪を広げる体験作文      １名 

④  理事長表彰   特別功労   ３名 ・ 功労  ２２名 

             自立更生   ３名 ・ 感謝状  ９名 

     また、講演では、ＮＰＯ法人千葉よさこい連絡協議会の皆様による 

「よさこい＆見る民謡」と題し、歌と楽器、踊りの披露、参加者全員による 

「座よさこい」を体験した。 

  大会決議 

１   障害のある人も普通に暮らせる地域社会の実現を目指そう 

２   誰もが利用できる地域生活支援システムの確立を目指そう  

   ３   障害者差別解消法の理解啓発を図り、地域社会の意識改革を目指そう 

    ４   情報ネットワークの利用等により、コミュニケーションの拡充を目指そ

う 

 

（２）  第４５回千葉県身体障害者作品展 

      身体障害者が自らの趣味やリハビリ活動の中でその技術を活かして製作

した作品を公開展示して、障害者の積極的な自己表現の場を提供し、自立へ

の大きな活力とすることを目的に、平成２８年１０月３１日から１１月６日

まで千葉県立美術館で開催した。１３４名の方々から２６１点の力作が出展

され、約１，４００名の見学者が訪れた。 

最優秀作品には知事賞、その他理事長賞、新たに千葉県教育長賞、千葉県立

美術館長賞を加え、１１名に授与した。 

また、第３１回障害者による「書と写真」全国コンテストには本県から 

２４点応募し、書道部門で金賞１名と銀賞１名が受賞された。 

 

４. 障害者社会参加推進センター運営事業 

（１） 千葉県障害者社会参加推進協議会 

    障害者の多種多様な需要を的確に把握し、障害者の自立と社会参加を推進 



                       

   するため、平成２８年７月１９日千葉県障害者社会参加推進協議会を開催し、

協議会構成団体から社会参加推進関連事業の実施状況や課題、問題点等の 

報告を行い、これに基づき意見交換を行った。 

（２） 「ちばけん障害者社会参加推進センターだより」の発行 

      第１３号を７月、第１４号を１月に各４千部発行し、推進協議会構成団体 

   市町村身体障害者福祉会、市町村福祉担当課、社会福祉協議会等へ配布した。 

（３）  障害者社会参加推進講座 

     障害者の健康づくりと社会参加を推進するため平成２８年１２月２日 

千葉県障害者スポーツ・レクリエーションセンターにおいて、「歌を歌っ

て健康づくり！！カラオケ講座」を開催し、４２名が参加した。 

（４）  千葉県障害者社会参加推進センターの運営 

     協会内に事務局を設けている千葉県障害者社会参加推進センターの運営 

    を活発に行うため、推進協議会構成団体との連携を強めると共に、インタ

ーネットによる情報提供を行うため、ホームページの更新を行った。 

 

５. 車いす仕様車運営事業 

   障害者の社会参加と自立を促進するため、協会の各事業に車いす仕様車を運行 

 した。 

 

６. 身体障害者の相談に応ずる事業 

 （１） 生活相談 

     生活相談員が生活・就職・年金・補装具・医療等々の幅広い相談に応じ、 

    適切なアドバイスを行い、障害者の自立支援と福祉の向上を図った。 

     

生 活 相 談 内 容 

相談内容 件数 相談内容 件数 相談内容 件数 相談内容 件数 

手帳交付  １ 施設入所 １ 年 金 － その他 １６ 

医 療 ２ 住 居  ３ 福祉手当  －   

補装具等 １ 仕 事 １ 生 活 ３  計 ２８ 

 

（２） 結婚相談  

結婚に関する様々な相談や面接に応じ、出会いの場を提供する等、障害者 

に夢と希望を与えるための事業を展開するとともに、関東甲信越静ブロッ 

クの「合同友愛の集い」へ参加した。 

結 婚 相 談 件 数 

区  分 電 話 来 所 その他 計 

男   性 １６５件 １５件 ３３件 ２１３件 

女   性  ６８件  ０件 ２６件  ９４件 

他県の相談員 ６１件 ２件 １２件  ７５件 

計 ２９４件 １７件 ７１件 ３８２件 



                       

 

結 婚 相 談 者 登 録 状 況 

区 分 28.4.1登録者 新規登録者 登録抹消者 29.3末登録者 

男 性    ４７名     ３名   １２名 ３８名 

女 性    １６名     １名     ６名 １１名 

 計     ６３名     ４名   １８名   ４９名 

近県交流会への参加状況 

交   流   会 開 催 日 
参   加   者   数 

 男 女 付 添 事務局 

関東甲信越静ブロック合同

「友愛の集い」  (横浜市) 
28. 9.11 7名 2名 2名 １名 

ジャンボひまわりの集い 

(山梨県) 
29. 3.12 １名 ０名 ０名 ０名 

 （３） ふれあい交流事業 

    平成２８年４月１６日に障害のある人もない人も合わせて４２名参加して、

館山のいちご狩り、アロハガーデンたてやまにて園内散策、動物とのふれあ

い体験、ランチを食べながらのふれあい交流会を開催した。 

７． 身体障害者体育振興事業 

 （１）  千葉県障害者スポーツ大会 

障害者の自立と社会参加を促進することを目的とした平成２８年度千葉

県障害者スポーツ大会は平成２８年５月２２日「千葉県総合スポーツセンタ

ー」陸上競技場等で開催され、主催者の一員として大会運営に参加した。 

（２）  地区障害者スポーツ大会事業費助成事業 

スポーツを通して障害者の体力の維持増進を図ると共に、障害者の社会参 

加の推進と障害者に対する県民の理解を高めることを目的に地区単位で開 

催する障害者スポーツ大会の経費に対し、助成金を交付した。 

 地区障害者スポーツ大会開催状況 

開催日 地  区     場     所 参加者数 

28. 9.30 山武地区 九十九里町中央公民館 １３４名 

    10.12 印旛地区 八街市中央公民館大会議室  ８５名 

    10.12 香取地区 香取市市民体育館 １０５名 

    10.22 長生地区 長生村体育館 １９２名 

    10.15 海匝地区 銚子市体育館 １７６名 

    10.28 東葛飾地区 千葉県障害者スポ・レクセンター  ４５名 

    10.21 夷隅地区 文化とスポーツの森スポーツ広場 ３５名 

    11. 5 君津地区 君津グラウンド・ゴルフ場 ４３名 

    10.29 安房地区 南房総市嶺南中学校和田校舎体育館 １１８名 

計  ９３３名 

 



                       

（３） 第３６回千葉県身体障害者ふれあい健康ボウリング大会 

１８市町村１４１名が参加して県内６ボウリング場で熱戦が展開された。 

総合成績で市川市が優勝（知事杯）、君津市が準優勝（理事長杯）に輝い

た。また、平成２８年１１月１３日第５０回宮様チャリティボウリング大

会が東京都品川区で開催され、本県から男性１０名、女性５名が参加し、

障害者男子の部で準優勝した。 

 

ボウリング大会実施状況 

実施日   会   場 参加者 実施日 会   場 参加者 

28.10.1 北小金ボウル 11名 28.10.1 富津ｽﾀｰﾚｰﾝ 38名 

10.1 ときわ平ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 13名    10.1 大原ガーデン 39名 

10.1 ユーカリボウル  ７名 10.1 本八幡ｽﾀｰﾚｰﾝ 33名 

          計 141名         

（４）  第７回千葉県身体障害者ふれあい健康グラウンド・ゴルフ大会 

平成２８年１０月６日、君津グラウンド・ゴルフ場で１５福祉会、 

１２９名が参加して最良のコンディションの下、２ラウンドの熱戦が繰り

広げられ、優勝者にトロフィーを贈呈した。 

 

８． 身体障害者団体育成事業 

（１） 市町村身体障害者福祉会指導者研修会 

                市町村身体障害者福祉会の指導者に様々な福祉情報を提供し、併せて福祉

会相互の情報を交換することにより指導者としての知識を研鑽し、資質の向

上を図ることを目的に県内 3 地区で研修会を開催し延２４７名が参加した。 

また、総括研修会(宿泊研修)は県内各福祉会から１３２名が参加して開催 

され、講演と情報交換を通して指導者としての資質の向上と福祉会相互の交 

流を図った。 

市町村身体障害者福祉会指導者研修会開催状況 

実施日 会     場 講 座 テ ー マ 受講者 

28. 6.22 御宿町役場  

介護保険を上手に利用しよう 

７２名 

   7.21 さわやかちば県民プラザ ６６名  

   8. 4 千葉県青少年女性会館 １０９名 

        計 ２４７名 

  9.7・8 総括研修（鴨川ﾎﾃﾙ三日月） 地震の脅威・その時あなたは  １３２名 

                     計 ３７９名 

９. 「はつらつ女性講座」の開催 

  平成２８年９月７日鴨川ホテル三日月において、女性会員相互の情報交換をと

おして婦人部の活動の活性化を推進し、輝く、はつらつ女性会員を育成するため

の講座「フラでさわやか健康づくり」を開催した。 

 

 



                       

１０． 市町村身体障害者福祉会代表者会議 

平成２９年１月２７日「ホテルポートプラザちば」において９３名が出席し

て開催し、協会事業等の進捗状況報告や、福祉会相互の情報交換を行うと共に、

県、障害福祉課長による「平成２８年度千葉県障害者福祉施策の展開について」

と題して講演を行った。 

 

１１． 広報誌「身障ちば」の発行 

身体障害者福祉思想の啓発と情報の提供・交換等を通して身体障害者福祉の 

向上に寄与すると共に、協会の活動をＰＲして関係機関をはじめ広く県民の理解 

と協力を得るため「身障ちば」を年２回発行（７月「１１８号」・１月「１１９ 

号」、各 12，000部発行）し、市町村身体障害者福祉会、福祉団体、県選出国会

議員、県議会議員、各市町村福祉担当課、各市町村社会福祉協議会、各都道府県

身体障害者福祉協会等々に配布した。 

 

１２. 在宅重度障害者に対する慰問品の贈呈と激励 

県内在宅重度障害者 276名に対して慰問品（大判バスタオル）を贈り、激励 

した。 

 

１３.  千葉県障害者スポーツ・レクリエーションセンターの管理運営 

千葉県の指定管理者として施設の適正な管理運営に努めると共に、障害者の 

スポーツ・レクリエーション及び文化等の振興を図り、障害者の社会参加の促 

進と健康の維持増進に努めた。 

 

１４． 日本身体障害者団体連合会の事業活動への参加 

日本身体障害者団体連合会及び関東甲信越静ブロック協議会の加盟団体と

して各種の大会、会議、研修会等に参加し、その結果を協会事業に反映させた。 

 

大会・会議等への出席状況 

 開催日     会    議    名 開催県 

4.28 関東甲信越静ブロック障害者結婚相談員実務担当者会議 静岡市 

5.11・12 日身連評議員会及び全国大会 京都市 

6.16・17 春季関東甲信越静ブロック団体長会議 宇都宮市 

7.10 関東甲信越静ブロック相談員研修会 新潟県 

9.29・30 秋季関東甲信越静ブロック代表者会議 川崎市 

 

 

１５． 「ＪＲジパング倶楽部特別会員」の入会手続きの取次ぎ 

    ６３５件の入会手続きの取次ぎを行い、障害者の福利厚生の増進と社会参 

加の推進に努めた。 

 


